
 
 
 
 
 
 
 
 
 エネルギー監視と見える化の基礎 

東京ビッグサイト 2 月8 日(火)～2 月10 日(木) 

ENEX 2011 同時開催  

「何が問題なのかを知る」ための近道ソリューション“見える化”。基礎から学ぼう 

 省エネ推進の定石は“徹底した現状把握握”。そのための「可視化」の基本的ポイントを解説します

 
 
 

  

 
 
 
 
 

日時：平成 23 年２月８日（火）10：00 ～13:00 
場所：東京ﾋﾞｯｸﾞｻｲﾄ・会議棟 610(６階)  

 
住所：東京都江東区有明3-11-1  (新交通ゆりかもめ「国際展示場正門」駅より徒歩3分，りんかい線「国際展示場」駅より徒歩7分)

 

先着5 名様限定！ 

省エネ手帳プレゼント!!

ユー ザ向け講習会 ・ 受講のおす主催： すめ 人材Ｇ 

 
 
 

 

ダイエットに体重計が必要なように、省エネ推進にも計測が必要です。加えてその効果を把握するために記録が不可欠であり、それらを継続監視し、
傾向を見ながら問題点を把握していくことがエネルギー管理の基本といえます。その問題点の把握をより分かりやすくすることが“見える化”です。本
講座では“省エネに繋がる見える化”を講座の中心軸に据えて、計測方法やデータの集め方など、技術面や法制度面など様々な角度から、そのあり
方を初歩から分かりやすく考察します。新たに「特定事業者」となった会社様、これから省エネ・CO2 削減そして省コストに取組みたいとお考えの皆様
（中小規模事業者）に、受講を強くお奨めいたします。 

  
10:00～10:35   開講挨拶・事務連絡 講師：財団法人省エネルギーセンター省エネ人材育成グループ

カリキュラム 

10:35～    １．省エネ対策「見える化」の必要性 ～QC7つ道具と「見える化」～ 
        ２．エネルギー使用量の「把握」と計測 ～数値化して管理する～ 

３．計測機器と検針票の読み方     ～計測は管理のはじまり～ 
４. 状況の「把握」（エネルギー量以外のすべて） 
５．使用状況の「改善」  ～２つの改善手法～ 
６．工場の判断基準（告示）～記載事項～ 
７．国の支援策   ～補助金等～ 
８．その他  ～ISO50001と「見える化」～ 

～13:00 質疑応答・終了 
 
 
   ※当日の講座の進捗状況等により、時間割および若干の内容変更があり得ますことをご了承願います。 

     受 講 要 領 
1.定 員   ４０名（お早めにお申し込み下さい）    

2.申込み方法  下記の参加申込書に記入後、ファックスにてお申し込みください。 

3.受講料（消費税込） 一般：10,500円   賛助会員：8,400円     
4.支払い方法  請求書がお手元に到着次第、指定の口座にお振り込みください(振込み手数料はご負担願います。） 
   お支払期日は原則として、開催日の前日までとさせて頂いております。また、実施１週間以内のキャンセルについては、 

理由の如何を問わず受講料はご請求させて頂きます。代理の方の出席をご検討下さい。      

5.申込み／問合せ先 財団法人省エネルギーセンター 人材Ｇ 〒104－0032 東京都中央区八丁堀3-19-9 ジオ八丁堀 
E-mail:teceduc@eccj.or.jp   TEL:03-5543-3182 担当 横溝 

 
（財）省エネルギーセンター 人材Ｇ 行 

（切り取らずに FAX して下さい） 

FAX ：03-5543-3023 ENEX２０１１併設講座“エネルギー監視と見える化の基礎”受講申込書
【講座日時：平成23年2月8日（火）10:00～13:00】    平成２３年   月   日 

会社名・事業所名・所属部署名 

  
 

□ 賛助会員（No.          ） 

□ 会員外 

■ 支払い予定日 

  平成    年    月    日 

申込受付印 

所在地 〒   －    

受付No. 参 加 者 氏 名（ﾌﾘｶﾞﾅ） 受 講 料 
TEL：            FAX：    円

   円申込責任者氏名 
 
eメール： 合      計    円

【備考】このご案内は、当センター省エネ人材育成グループが主催する各種講座等のご参加者に対し、省エネルギー技術、知識の総合的な普及啓発という目的の一環として送
信させて頂いております。送信停止をご希望の場合には、上記問い合わせ先までE-mailにてご連絡下さい。 


